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現代の偉人たちに学ぶ ～ノーベル賞日本人受賞者の根底にある考え方～ 
苫小牧市立ウトナイ中学校長 山 岸 弘 昇  

秋の深まりとともに街路樹の葉の色が変わり、冷え込みが身に染みる季節となりました。保護者の皆

様におかれましては、日ごろより、教育活動に温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げます。この 10

月は、学校の暦では後期に位置づけられ、学校生活においては、地域学習、キャリア教育に関する校外

（体験）学習が実施されています（後述）。一方、最近のニュースに目を向けますと、今年のノーベル賞

受賞者が発表され、生理学・医学賞に坂口志文さん（大阪大学特任教授）が、化学賞に北川 進さん（京

都大学特別教授）が選ばれました。同じ年に日本人が２名選ばれるのは 2015 年以来の快挙とのことで

す。それぞれの科学者が研究していた内容の詳細はここでは触れませんが、受賞のきっかけとなった研

究内容は、アレルギー等の病気の治療や環境問題の解決に応用できるとされ、大いに期待されています。

お二人の偉大な業績は、一朝一夕に成し遂げられたものではありません。時には異端児扱いされ、研究

成果が評価されない不遇な時期があったそうです。それでも自分たちの考えが正しいことを信じて粘り

強く研究を続け、世界の常識を覆す大発見に繋がりました。そのようなお二人のインタビュー記事に共

通して「運・鈍・根」のワードが挙げられていました。まとめると次のとおりです。 

「運」 努力（準備）を怠らなければ運が開ける ⇒ 心の感度 （＝運を引き寄せる気づきと行動） 

「鈍」 批判や雑音に惑わされない          ⇒ 心の図太さ（＝ねばり強い） 

「根」 諦めずにコツコツと続ける       ⇒ 心の強さ （＝根気） 

よりよい生き方（＝夢の実現、挑戦）を目指す上で、心のもちようがいかに大切であるかということ

を表しています。生徒たちにも参考になればと思い掲載いたしました。 

 

代替わり（世代交代） ～伝統を受け継ぎ、未来を創る～ 

１０月３日（金）に生徒会役員選挙が行われ新体制に移行しました。生徒会活動は学校における自分

たちの生活の充実や、課題の改善を目指すため、自発的、自治的に行われるものです。組織を牽引する

リーダーたちの選出にあたっては、生徒会規約に則り選挙（対立候補がいない場合は信任投票）によっ

て選ぶこととしています。この一連の手続きは、国や地方自治体など、実社会で行われていることと基

本的には変わらず、選挙や自治活動の経験を通して、民主的な合意形成、主体的に自治活動に関わると

いった、主権者としての意識を育むことにつながることから重要な教育活動であるといえます。 

第７期生徒会は、この一年間、本校生徒の生活面や学習面の課題の改善に向けた取組や、学校行事の

企画・運営に尽力し、全校生徒を力強く牽引してきました。特に、体育祭、合唱の日、地域活動、文化

祭での活躍は目覚ましく、自分たちで考えて動く姿は高く評価できると考えています。第 8 期生徒会に

も、全校生徒が投じた一票に応えるため、広い視野と実行力をもって、より良い学校づくりに貢献する

こと、先輩たちが築き上げた伝統を新たな発想と情熱でさらに発展させていくことを期待しています。

また、その他の生徒たちには、フォロワーとして積極的に協力し、生徒会活動を自分事として支えてい

くことを期待しています。 

校訓 

文武両道 

学校教育目標 

創造 自律 挑戦 



学びを深める ～授業を大切にする、復習を習慣化する～ 

行事が一段落した今、学校の雰囲気は再び学びへと意識を向けています（はずです）。二学期の始業式

の折、私から授業を大切にするようにと伝えています。二学期の学習内容には、一年間の土台となる重

要な単元が多く含まれています。教員一同、生徒一人ひとりの理解度を丁寧に確認しながら授業を進め

てまいりますが、ご家庭におかれましても、目標をもって家庭学習（特に復習）に取り組むよう、温か

い声かけをお願いいたします。 

 

校外学習① ～２年職業体験（キャリア教育）～ 

 10 月 15・16 日(水・木)に２年生が職場体験を実施しました。本校のキャリア教育の核となる取組で、

今年度は 17 の事業所に生徒を受け入れていただきました。キャリア教育の目的は、生徒たちが今学ん

でいることと自分の将来とのつながりを見通しながら生き方を考え、なりたい自分になるために主体的

に進路選択を行い、社会的・職業的自立を果たすことにあります。今回の体験先が、生徒が就きたいと

思っている職業とは違うと思いますが、中学校段階では体験を通して働く意義と現実について学ぶこと

を目的としていますので、生徒たちが体験して何に気づき（感じ）、これからどうしていこうと考えたか

を見取っていきたいと考えております。高等学校や大学においてもインターンシップがあることから、

たくさん見聞きして情報をもち、自分の希望と適性との兼ね合いを見定めながら決めていければ良いと

思います。改めて、生徒の受入にご協力いただいた皆様にこの紙面を借りてお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました  （順不動） 

苫小牧海上保安署 様  苫小牧市社会福祉協議会 様  ハスカッププラザ 様  北海産業(株) 様 
とまこまいコミュニティー放送(株) 様  道路建設(株) 様  (株)山口工業所 様  苫小牧埠頭(株) 様 
新苫小牧プリンスホテル（和～なごみ～） 様  創作四川料理 廣明 様  ウトナイ小学校 様 
助産院 なりママ 様  北澤建設工業(株) 様  ファームソレイユ本店 様  ウトナイ保育園 様 
苫小牧みらい保育園 様  認定こども園おとわ 様 



校外学習② ～１年ウポポイ見学（地域学習＝ふるさと教育）～ 

10月 17日（金）に実施したウポポイ見学は例年１年生で実施しています。小学生の時にも見学して

いますが、中学生となった今あらためて見学をすると、以前とは違う学びが得られたのではないでしょ

うか。胆振の歴史と共生社会について理解を深め、視野をより広げる貴重な体験だったと考えています。 

 また、今年度の学年単位での集団行動は、来年度以降の宿泊研修や修学旅行に繋がる大切な経験です。

時間を守る意識やマナーの大切さ、そして、何より個人の勝手な行動により全体に迷惑をかけることが

ないよう責任ある行動を心がけるといった自覚が重要となります。今後も、今回のようにリーダーたち

が中心となり運営や進行を行い、それをフォロワーが支えていくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者 苫小牧市立ウトナイ中学校  校長：山岸 弘昇  編集責任者：児島 芳之（教頭） 

        苫小牧市ウトナイ北２丁目５番１号 電話 (0144)57-6451  FAX (0144)57-6452 

１１月の主な行事予定 
１日（土）開校記念日          １８日（火）眼科検診 

５日（水）２年震災学習Do はぐ     １９日（水）スクールカウンセラー 

６日（木）３年学力テスト（総合 C）   ２１日（金）７組校外学習 

集金日            ２５日（火）一斉委員会 

１０日（月）２学期期末テスト①      ２６日（水）校内研修（２年４組研究授業） 

進路説明会（13:30～14:30）        ※２年４組以外は午前授業 

 １２日（水）職員会議           ２７日（木）諸費口座振替日 

 １３日（木）２学期期末テスト②      ２８日（金）市長とスクールミーティング 

 １４日（金）学校運営協議会              （３年生 14:20～15:10） 

１５日（土）PTA 環境整備作業       ２９日（土）苫小牧市中学生主張発表会 

（9:30～11:00） 

☆寒い日が続いています。校内も暖房が入っておりますが、各自でも防寒対策をお願いします。 


